
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

　
　

の
「
ツ
タ
ヤ
化
」
の
い
ま

　

「
議
会
と
自
治
体
」
誌

　

二
〇
一
五
年
十
二
月
号
か
ら

　
　

党
佐
賀
・
武
雄
市
議　

江
原
一
雄

　

選
書
問
題
で
注
目
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
雄
市
図
書
館

　　

『
週
刊
朝
日
』
（
九
月
十
一
日
号
）
は
、

市
民
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
に
よ
っ
て

あ
き
ら
か
に
な
っ
た
、
武
雄
市
図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
の
蔵
書
一
万
冊
の
購

入
を
め
ぐ
る
不
透
明
さ
を
、
「1

3

年
前

の
『
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｓ9

8

本
』
、1

1

年

前
の
『
公
認
会
計
士
本
』
、
武
雄
市
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
図
書
館
関
連
会
社
か
ら
疑

惑
の
選
書
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

『
女
性
セ
ブ
ン
』（
九
月
十
日
号
）
が
、「
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
本
は
な
く
な
り
、
な
ぜ
か

古
～
い
本
ば
か
り
買
っ
て
い
た…

…

佐

賀
・
武
雄
市
民
は
怒
っ
て
ま
す
！　

『
リ

ア
ル
図
書
館
戦
争
』
」
と
い
う
三
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
も
、
「
週
刊
プ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
」
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、『
ア
エ
ラ
』

（
八
月
二
十
四
日
号
）
で
内
田
樹
氏
が
「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
大
量
処
分
、
選
書
リ
ス
ト…

…

武
雄
市
立
図
書
館
へ
の
疑
問
」
と
の
べ

て
い
る
記
事
な
ど
、
武
雄
市
図
書
館
の

選
書
問
題
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
に
カ
ル
チ
ャ
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
（
以
下
、
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
が
日
本
で
初
め
て
展
開
し
た
武
雄

市
図
書
館
問
題
が
、
再
び
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
本
誌
二
〇
一
三
年
三
月

号
に
続
き
、
開
館
後
二
年
半
を
経
た
武

雄
市
図
書
館
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
億
八
千
万
円
の
予
算
で
図
書
館
の

Ｃ
Ｃ
Ｃ
委
託
を
強
行

　

「
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
」
（
以

下
、
武
雄
市
図
書
館
）
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
蔵
書
十
九
万
冊
を
備
え
て
開
館
し

ま
し
た
。
開
館
後
、
年
間
平
均
入
館
者

三
十
万
人
、
貸
出
冊
数
三
十
五
万
冊
の

図
書
館
と
な
り
、
市
民
の
文
化
歴
史
の

中
心
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
運
営
さ
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
一
二
年
五
月
四
日
、

当
時
の
樋
渡
啓
祐
市
長
（
二
〇
一
五
年

一
月
十
一
日
、
佐
賀
県
知
事
選
挙
に
自

公
推
薦
で
立
候
補
。
落
選
）
と
蔦
屋
書

店
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
増
田
社
長
に
よ
る
東
京
本

社
で
の
記
者
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
市
民
に
は
秘
密
で
す
す
め
て
き
た
、

指
定
管
理
者
制
度
で
武
雄
図
書
館
を
Ｃ

Ｃ
Ｃ
に
管
理
委
託
す
る
と
い
う
発
表
で

し
た
。
市
議
会
で
市
長
は
、
建
設
し
て

十
二
年
の
武
雄
図
書
館
を
「
が
た
が
き

て
い
る
」
、
「
古
く
な
っ
て
ゴ
キ
ブ
リ
が

い
る
、
お
じ
ゃ
ま
虫
が
い
る
」
と
罵
っ

た
り
、
「
既
得
権
益
と
た
た
か
う
」
な
ど

の
発
言
を
重
ね
な
が
ら
、
市
議
会
賛
成

派
の
数
の
力
で
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
の
委
託
を
強

行
に
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
資

料
館
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
「
蘭
学
館
」

を
全
館
レ
ン
タ
ル
店
に
す
る
た
め
の
条

例
改
正
で
は
、
市
長
は
「
も
と
も
と
こ

の
条
例
は
ボ
ロ
条
例
」
と
い
う
な
ど
、

常
軌
を
こ
え
た
言
動
や
「
議
場
で
の
ヤ

ジ
」
な
ど
許
さ
れ
な
い
行
動
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　

さ
き
の
よ
う
に
週
刊
誌
な
ど
で
も
問

題
と
さ
れ
た
選
書
を
ふ
く
む
改
修
費
の

予
算
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
定
例
市
議

会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
市
予
算
四
億

五
千
万
円
の
う
ち
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
の
委
託
料

は
「
新
図
書
館
業
務
委
託
料
一
億
三
千

九
百
六
十
五
万
円
、
新
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
環
境
整
備
業
務
委
託
料
四
千
百
八
万

二
千
七
百
五
十
二
円
」
の
合
計
約
一
億

八
千
万
円
で
し
た
。
党
市
議
団
は
当
時

か
ら
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
業
務
委
託
費
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、

当
局
は
あ
き
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
間
市
内
外
の
方
が
た
が
、
市
長

に
情
報
公
開
条
例
に
も
と
づ
い
て
図
書

館
改
修
に
係
る
開
示
請
求
を
要
求
し
ま

し
た
が
、
「
一
部
不
開
示
」
と
し
て
あ
き

ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

初
期
蔵
書
の
入
れ
替
え
、
選
書
を

　

め
ぐ
る
不
正
常
な
事
態
に
批
判

　　

私
は
、
今
年
の
九
月
議
会
の
一
般
質

問
で
、
「
新
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
環
境
整
備

事
業
」
の
な
か
の
一
万
冊
蔵
書
購
入
の



件
に
つ
い
て
、
詳
細
な
答
弁
を
求
め
ま

し
た
が
、
「
係
争
中
（
注
）
だ
」
と
し
て

答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
九
月
十
日
付
で
Ｃ
Ｃ
Ｃ

は
増
田
社
長
名
で
、
「
一
部
メ
デ
ィ
ア
等

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
蔵
書
内
容
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
「
二
〇
一
三
年
四
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
前
に
武
雄
市
か
ら
業

務
委
託
を
受
け
、
初
期
蔵
書
の
強
化
と

し
て
追
加
納
入
し
た
蔵
書
」
、
「
追
加
納

入
蔵
書
数
一
万
百
三
十
二
冊
（
当
時
、
Ｃ

Ｃ
Ｃ
が
出
資
す
る
ネ
ッ
ト
オ
フ
等
よ
り

商
品
リ
ス
ト
を
事
前
に
確
認
の
上
で
購

入
。※

現
在
は
資
本
関
係
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
）
、
納
入
金
額
七
百
六
十
万
円
（
装
備

費
、
物
流
費
含
む
）
で
追
加
納
入
し
た

蔵
書
に
つ
い
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
選

書
を
行
う
べ
き
点
が
あ
っ
た
事
を
反
省

し
て
お
り
ま
す
」
と
Ｈ
Ｐ
で
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
日
程
が
終
わ
っ
て
、
す

ぐ
教
育
長
に
「
昨
日
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
増
田
社

長
は
、
中
古
本
を
購
入
し
た
こ
と
を
暴

露
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
な
ん
で
一

般
質
問
で
は
詳
細
に
説
明
し
な
い
の
で

す
か
」
と
、
問
い
質
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
そ
の
夕
方
に
教
育
長
名
で
、

「
教
育
委
員
会
の
判
断
で
、
中
古
本
（
七

百
五
十
六
万
円
）
を
購
入
し
、
当
初
予

算
（
二
千
五
十
六
万
円
）
を
抑
え
安
全

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
議
会
、
関

係
者
に
十
分
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
」
と
議
員
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
、
翌
十
二
日
付
で
市
の
Ｈ
Ｐ

に
発
表
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
樋
渡
前
市
長
が
自
身
の
Ｈ

Ｐ
に
、
「
武
雄
市
教
育
委
員
会
が
本
日
発

表
し
た
よ
う
に
費
用
捻
出
す
る
た
め
中

古
本
を
使
用
し
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ

た
の
が
経
緯
で
す
。
反
省
の
上
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
」
と
掲
載
し
ま
し
た
。

　

「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
を
名
目
に
中
古
本

を
購
入
し
た
と
し
て
こ
の
問
題
を
終
わ

ら
せ
よ
う
と
す
る
、
な
ん
と
い
う
無
責

任
な
事
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
当
局
は
、
市
議
会
、
市
民
に
は
ま
っ

た
く
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
に
、
通
り

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

　

市
議
会
最
終
日
の
十
八
日
、
私
は
、

こ
の
問
題
の
全
容
解
明
を
す
る
べ
き
と

考
え
て
、
自
民
党
の
谷
口
攝
久
議
員
と

共
同
で
、
「
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
の
改
修
に
伴
う
業
務
委
託
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る

決
議
案
」
（
百
条
委
員
会
）
を
提
案
し
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
六
、
反
対

十
七
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
民
の
間
で
は
、
「
こ
ん
な
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」
と
い
う
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
「
明
る
い
武
雄
市
を

つ
く
る
市
民
の
会
」
（
会
長
、
大
河
内
智

氏
）
を
代
表
請
求
人
と
し
て
、
十
月
二

十
日
、
市
監
査
委
員
会
に
「
武
雄
市
へ

の
初
期
蔵
書
入
れ
替
え
に
関
す
る
監
査

請
求
」
を
市
民
二
十
人
で
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
予
算
の
流
用
、

不
当
な
支
出
で
あ
り
、
契
約
不
履
行
と

言
え
る
も
の
で
す
。
前
市
長
・
教
育
長

の
責
任
は
重
大
で
あ
り
ま
す
。

　

注　

今
年
六
月
一
日
、
市
民
十
四
人

が
、
武
雄
市
図
書
館
の
業
務
委
託
は
「
ず

さ
ん
な
手
続
き
で
結
ば
れ
た
不
当
な
契

約
」
と
し
て
市
の
監
査
委
員
会
に
住
民

監
査
請
求
を
起
こ
し
ま
し
た
。
監
査
委

員
会
は
六
月
十
五
日
「
却
下
」
し
、
こ

れ
を
不
服
と
し
て
市
民
は
、
佐
賀
地
方

裁
判
所
に
住
民
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た

（
「
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
改

修
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
」
）
。

　

教
委
が
「
Ｔ
カ
ー
ド
」
作
成
推
進

　

登
録
者
の
七
割
は
市
外
在
住

　

武
雄
市
図
書
館
の
「
ツ
タ
ヤ
化
」
に

あ
た
っ
て
、
「
Ｔ
カ
ー
ド
」
導
入
、
ポ
イ

ン
ト
付
与
、
図
書
利
用
履
歴
な
ど
個
人

情
報
が
Ｃ
Ｃ
Ｃ
に
提
供
さ
れ
る
問
題
へ

の
危
惧
と
批
判
が
、
関
係
各
方
面
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

武
雄
市
で
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
計
画
」
（
〇
七
年
三
月
）
な
ど
で
、

小
学
校
新
一
年
生
や
転
入
生
な
ど
を
対

象
に
学
校
を
つ
う
じ
て
希
望
を
と
り
、

図
書
利
用
カ
ー
ド
作
成
が
推
進
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
じ
め
に
教
育
委
員

会
は
、
市
内
の
小
学
生
・
保
護
者
に
、「
図

書
利
用
カ
ー
ド
」
か
「
図
書
利
用
カ
ー

ド
（
ポ
イ
ン
ト
つ
き
）
」
を
選
択
す
る
よ

う
通
知
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
通
知
は
、
小
学
生
の
図
書
館



利
用
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
「
Ｔ
カ
ー
ド
」

作
成
を
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
Ｔ
カ
ー
ド
」
は
、

私
企
業
の
顧
客
動
向
の
管
理
、
市
場
拡

大
の
た
め
に
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
図
書
館
を
教

育
の
場
で
な
く
商
業
施
設
の
場
と
と
ら

え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
生
に
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
「
Ｔ
カ
ー

ド
」
を
つ
く
ら
せ
る
こ
と
は
問
題
だ
と

三
月
議
会
で
質
し
ま
し
た
が
、
強
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
図
書
利
用
カ
ー
ド

の
作
成
状
況
は
、
市
内
登
録
者
は
約
三

割
、
市
外
・
県
外
者
が
約
七
割
で
す
（
表

１
）
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
利
用
者
登
録

は
市
内
七
割
、
市
外
三
割
で
し
た
の
で
、

逆
転
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
な
か
か
ら
は
、
「
商
業
施
設
と

な
っ
た
図
書
館
に
親
し
み
を
持
て
な
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」
と
の
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
武
雄
市
図
書
館
で
は
「
来

館
者
が
一
年
目
九
十
二
万
人
、
二
年
目

が
八
十
万
人
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
武
雄
神
社
な
ど
に
観
光
に
き
た

方
が
た
が
大
型
バ
ス
で
図
書
館
に
も

回
っ
て
見
物
さ
れ
て
い
る
光
景
を
、
よ

く
見
か
け
る
の
で
す
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、

図
書
館
で
は
な
く
、
商
業
施
設
と
い
え

る
も
の
で
す
。

　

”

入
館
者
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
と
比

べ
て
三
倍
に
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
人
が

来
る
か
ら
い
い
で
は
な
い
か”

と
、
賛

成
議
員
は
い
い
ま
す
が
、
市
内
に
限
ら

ず
、
市
外
・
県
外
の
方
が
た
の
商
談
や

待
ち
合
わ
せ
に
館
内
に
併
設
さ
れ
た
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
席
が
活
用
さ
れ
て
い

る
の
も
実
態
で
す
。
樋
渡
啓
祐
前
市
長

は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
二
十
億
円
の

経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
推
計
し
て
い
ま

す
が
、
何
ら
の
根
拠
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
当
初
目
標
と
し
て
い
た
入
館

者
四
十
万
人
、
貸
し
出
し
五
十
六
万
冊

に
つ
い
て
は
、
入
館
者
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
図
書
貸
し
出
し
数
は
一
年
目
五

四
万
冊
、
二
年
目
四
八
万
冊
と
下
が
っ

て
い
て
目
標
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
費
は
表
２
の
よ
う

に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
は
平
均
一
億
二

千
万
円
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
一
二

年
は
五
億
八
千
六
百
七
十
万
円
（
う
ち

改
修
費
四
億
五
千
万
円
）
を
投
入
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
平
均
一
億
六
千
万

円
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
委
託
料
一
億
一
千
万
円
、

五
千
万
円
は
図
書
費
）
か
か
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
初
年
度
の
収
支
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
三
千
六
十
五
万
円
の
赤
字
、

二
年
目
は
千
七
百
十
一
万
円
の
赤
字
と

し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
、
図
書
館
施
設

の
年
間
賃
借
料
約
六
百
万
円
を
市
に
納

入
し
、
建
物
内
で
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ

ル
店
、
ス
タ
バ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
売
上
金
は
収
支
報
告
に
は
ふ
く
ま

れ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
図
書
館
事
業
の

全
国
展
開
を
企
図
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

企
業
と
し
て
は
採
算
が
と
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
幕
末
佐
賀
・
武
雄
藩
の
果

た
し
た
歴
史
を
保
存
し
た
「
蘭
学
館
」

を
つ
ぶ
し
て
、
全
館
が
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
レ
ン

タ
ル
ビ
デ
オ
店
と
化
し
た
こ
と
は
、
今

日
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
の
広
が
り
の
も
と

で
、
い
つ
ま
で
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
が
利

用
さ
れ
て
い
く
の
か
、
先
き
行
き
が
問

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
態
を

　

し
め
し
て
い
る
の
か

　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
Ｈ
Ｐ
に
、「
武
雄
市
図
書
館
・

歴
史
資
料
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
九
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
題
名
が
「
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
「
市
民
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
来
館
者
五
百
三
十
一
人

の
回
答
の
う
ち
「
満
足
」
が
八
五
％
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
「
多
数
の
利
用
者
に
満
足

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
な
か
に
は
、
「
ア
ン

ケ
ー
ト
の
と
り
方
は
お
か
し
か
」
と
激

怒
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
「
ア
ン
ケ
ー
ト

取
る
な
ら
利
用
者
だ
け
で
な
く
市
民
全

体
に
対
し
て
と
る
べ
き
だ
」
と
の
声
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
内
の
図
書
利

用
カ
ー
ド
の
登
録
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前

の
市
民
の
登
録
者
は
二
万
四
千
人
、
こ

の
な
か
に
は
転
出
や
亡
く
な
っ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
に
し
て
も
、
現
在
は
一



万
四
千
人
と
あ
き
ら
か
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
な
か
で
は
「
ツ
タ
ヤ
コ

ン
ビ
ニ
図
書
館
に
は
、
い
き
た
く
な
い
」

と
い
う
怒
り
が
収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

図
書
館
法
は
図
書
館
の
目
的
に
つ
い

て
、「
教
育
と
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

（
第
一
条
）
と
し
、
「
図
書
、
記
録
そ
の

他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、

保
存
し
て
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、

そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施

設
」
（
第
二
条
）
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
武
雄
市
図
書
館
で
の
「
選
書
」

問
題
は
、
図
書
館
の
目
的
に
合
致
し
て

い
る
の
か
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

改
修
オ
ー
プ
ン
時
に
廃
棄
・
除
籍
さ
れ

た
八
千
七
百
六
十
点
も
の
書
物
の
な
か

に
、
佐
賀
県
が
公
民
館
活
動
の
一
環
と

し
て
一
九
四
八
年
か
ら
出
版
し
、
戦
後

復
興
時
の
佐
賀
づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
郷
土
資
料
の
『
澪
』
、
『
新
郷
土
』

と
い
う
雑
誌
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
貴

重
な
資
料
が
い
と
も
簡
単
に
破
棄
さ
れ

た
、
と
井
上
一
夫
さ
ん
（
「
武
雄
市
図
書

館
・
歴
史
資
料
館
を
学
習
す
る
市
民
の

会
」
代
表
世
話
人
）
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、”

地

元
を
よ
く
知
ら
な
い
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
」
だ
か
ら
、

こ
う
し
た
破
棄
や
購
入
の
選
書
が
お
こ

な
わ
れ
た”

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

退
任
後
、
委
託
先
企
業
か
ら

　

資
金
提
供
や
理
事
就
任

　

〇
六
年
の
合
併
選
挙
で
市
長
に
当
選

し
た
樋
渡
市
政
の
八
年
八
カ
月
間
で
は
、

四
回
の
市
長
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
〇
八
年
、
市
民
病
院
民
間
移
譲
を
め

ぐ
っ
て
の
市
長
リ
コ
ー
ル
の
も
と
で
の

辞
職
に
よ
る
出
直
し
選
挙
、
二
〇
一
〇

年
、
二
〇
一
四
年
（
任
期
改
選
選
挙
）
、

一
五
年
、
樋
渡
市
長
の
知
事
選
立
候
補
、

辞
職
に
よ
る
突
然
の
選
挙
、
で
す
。
二

〇
一
三
年
参
院
選
で
は
安
倍
総
理
が
武

雄
市
に
来
て
、
街
頭
演
説
で
「
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
武
雄
図
書
館
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
す
」
と
称
賛
し
ま
し
た
。

　

樋
渡
氏
が
在
任
中
に
、
「
民
で
で
き
る

も
の
は
民
で
」
と
し
て
と
り
く
ん
だ
の

は
、
市
民
病
院
の
民
間
移
譲
（
一
〇
年
）
、

図
書
館
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
へ
の
委
託
（
一
二
年
）
、

そ
し
て
、「
武
雄
の
教
育
改
革
」（
一
四
年
）

と
、
称
す
る
も
の
で
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
四
月
、
「
教
育
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
官
と
民
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し
た

学
校
づ
く
り
を
し
て
い
く
」
（
「
佐
賀
新

聞
」
四
月
十
七
日
付
）
と
し
て
、
東
京
・

杉
並
区
の
和
田
中
学
校
の
民
間
初
代
校

長
に
赴
任
し
た
藤
原
和
博
氏
と
二
代
目

校
長
の
代
田
昭
久
氏
を
武
雄
市
に
招
き
、

教
育
特
別
顧
問
や
教
育
監
兼
小
学
校
の

校
長
に
就
任
さ
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

埼
玉
県
に
本
部
が
あ
る
民
間
学
習
塾
の

「
花
ま
る
学
習
会
」
と
の
共
同
で
、
「
官

民
一
体
型
学
校
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
年
越
し
選
挙
と
な
っ
た
佐
賀

県
知
事
選
挙
で
、
県
民
は
「
樋
渡
知
事

候
補
」
を
選
ば
ず
、
落
選
さ
せ
ま
し
た
。

本
人
は
「
ま
さ
か
落
ち
る
と
は
思
い
も

し
な
か
っ
た
」
と
白
状
し
て
い
ま
す
（
七

月
十
一
日
の
市
内
、
北
方
公
民
館
で
の

講
演
会
）
。
「
改
革
派
」
、
「
や
り
手
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
佐
賀
県
民
は
す

べ
て
見
て
い
る
の
で
す
。
県
内
の
首
長

も
、
「
樋
渡
知
事
候
補
の
独
断
専
行
」
の

手
法
を
学
ん
で
い
ま
せ
ん
。
樋
渡
前
市

長
の
手
法
は
、
い
ま
、
安
倍
政
権
の
も

と
で
、
憲
法
違
反
の
「
戦
争
法
案
」
が

強
行
可
決
さ
れ
た
こ
と
と
重
な
り
ま
す
。

主
権
者
、
市
民
を
無
視
す
る
強
権
政
治

そ
の
も
の
で
す
。

　

知
事
選
出
馬
に
よ
る
市
長
退
任
後
の

樋
渡
氏
に
つ
い
て
市
民
を
驚
か
せ
て
い

る
の
が
、
六
月
一
日
に
、
市
民
病
院
を

民
間
移
譲
し
た
「
新
武
雄
病
院
」
の
理

事
に
就
任
し
、
七
月
二
十
八
日
に
は
、
Ｃ

Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
か
ら
資
金
提
供
の
四
千

万
円
を
受
け
て
「
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ
株

式
会
社
」
の
社
長
に
就
任
し
た
こ
と
で

す
。
在
任
中
は
「
既
得
権
益
を
許
さ
ん
」

と
言
っ
て
い
た
人
で
す
が
、”

事
後
収
賄

で
は
な
い
か”

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
雄
市
長
選
挙
で
、
樋
渡
前
市
長
の
後

継
指
名
の
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、

対
立
候
補
者
と
は
わ
ず
か
六
百
九
十
六

票
差
で
し
た
。



　

日
本
の
未
来
の
方
向
を
示
す　

　

図
書
館
問
題
へ
の
対
応

　　

「
戦
後
七
十
年
の
節
目
の
時
期
に
、
図

書
館
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
は
、
そ
の
対
応
の
在
り
方
が
日
本

の
未
来
の
方
向
を
指
し
示
す
の
で
は
な

い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
次
代
の
孫

た
ち
の
た
め
に
静
か
で
美
し
い
図
書
館
・

歴
史
資
料
館
を
取
り
戻
し
、
持
続
可
能

な
平
和
な
日
本
の
実
現
の
捨
て
石
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
る
」（
『
出
版
ニ
ュ
ー

ス
』
二
〇
一
五
年
九
月
中
旬
号
）
と
論

じ
ら
れ
て
い
る
「
武
雄
市
図
書
館
・
歴

史
資
料
館
を
学
習
す
る
市
民
の
会
」
の

井
上
一
夫
代
表
世
話
人
の
思
い
は
、
市

民
の
共
通
の
思
い
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
「
明
る
い
武
雄
市
を
つ
く

る
市
民
の
会
」
に
結
集
し
て
い
る
み
な

さ
ん
た
ち
と
と
も
に
連
携
し
て
、
武
雄

市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
を
営
利
優
先

の
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ツ
タ
ヤ
書
店
化
」
か
ら
再

転
換
す
る
た
め
に
、
力
を
尽
く
す
も
の

で
す
。

（
え
は
ら
・
か
ず
お
）

「選書問題」を掲載する週刊誌 小学生への図書館「利用カード」

表 1  図書館の利用登録者（単位・人） 

 
市内 市外・県外 登録者数 

委託前 24985 67% 12125 33% 37110 

委託後 14217 32% 29999 68% 44218 

表 2  図 書館費（年間） 

平成１８年 １億２，４６４万円 

平成１９年 １億１，６０７万円 

平成２０年 １億１，４３２万円 

平成２１年 １億１，１９９万円 

平成２２年 １億２，３８６万円 

平成２３年 １億３，９６０万円 

平成２４年 ５億８，６７０万円 

平成２５年 １億６，６８５万円 

平成２６年 １億４，３０９万円 

平成２７年 １億６，５１３万円 


